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代表取締役社長 淡野正



新しい価値を創造することで、楽しいをかたちにする。
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History up to establishment

設立までの沿革

1998年 凸版印刷のコンテンツ配信事業からスタート

2005年 凸版印刷より分社化し、「 (株)ビットウェイ設立」を設立

コンテンツ流通事業と電子取次事業及び電子書店事業を本格化

2011年 「(株)BookLive」を設立

スマホ、専用端末、PCなどマルチディバス向けの

電子書店ストア事業を開始

2003年 世界で初めてフィーチャーフォン向けケータイコミックの配信を開始

凸版印刷

ビットウェイ

BookLive
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※２ 2020年9月度 電子書籍・電子コミックに関する調査
調査対象：20～29歳 実査委託先：ESP総研他

総合電子書籍ストア ブックライブ

※1 22/1/21 現在 20,703 冊配信中

電子書店「ブックライブストア」

Comprehensive ebook store Booklive 

130万冊

累計配信数

1万冊以上※１

無料作品常時

No.1※2

使いやすさ
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知識が豊富で信頼できるスタッフとのコミュニケーションを通じ
あなたの人生を豊かなものに変える新しい物語に、「めいっぱい」出会うことができる。

電子書籍ストア初・顔の見えるプロ書店員

毎週実施される独自特集

毎日引ける値引きクーポンや
無料作品の豊富さによる出会いやすさ

プロ書店員

独自特集

クーポン＆無料作品

総合電子書籍ストア ブックライブ

Comprehensive ebook store Booklive 

怨霊奥様©若狭たけし/ライブコミックス
花嫁未満エスケープ©小川まるに/ライブコミックス
虐げられ令嬢とケガレ公爵～そのケガレ、払ってみせます！～©廻/ライブコミックス
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当社とクリエイターの方々とのこれまでの接点

イラスト・マンガの描き方が学べるオンライン講座「パルミー」（当社グループのパルミー社）

Contact points between our company and creators 
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当社とクリエイターの方々とのこれまでの接点

Contact points between our company and creators 

クリエイターのデジタル配信

ブックライブ オリジナルコミック

300年引きこもり、作り続けてし
まった骨董品《魔導具》が、軒並み
チート級の魔導具だった件©空地大
乃・うさぺんぎん/ライブコミックス

虐げられ令嬢とケガレ公爵
～そのケガレ、払ってみせます！～

©廻/ライブコミックス

王様ランキング
©十日草輔/ブリック出版

ピュアホワイトアウト
©9℃/ライブコミックス

花嫁未満エスケープ
©小川まるに/ライブコミックス

キミトワ
©キミトワ/ライブコミックス

怨霊奥様
©若狭たけし/ライブコミックス
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当社とクリエイターの方々とのこれまでの接点

Contact points between our company and creators 

出版からのデジタル配信

邪神ちゃんドロップキック
©ユキヲ/フレックスコミックス

おじさんはカワイイものがお好き。
©ツトム/フレックスコミックス

同居人はひざ、時々、頭のうえ。
©みなつき・二ツ家あす
/フレックスコミックス

怪人開発部の黒井津さん
©水崎弘明/フレックスコミックス

「きみを愛する気はない」と言った
次期公爵様がなぜか溺愛してきます

©水埜なつ・三沢ケイ
/フレックスコミックス

理系が恋に落ちたので証明してみた。
©山本アリフレッド
/フレックスコミックス

黒崎さんの一途な愛がとまらない
©岡田ピコ/フレックスコミックス
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MAGADEMY AWARD 2021

マガデミー賞 2 0 2 1
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クリエイター 読者やファン

新たな可能性と魅力を最大限に引き出すプラットフォーム

クリエイターとマンガファンのコミュニケーションの場の必要性

コミュニケーションの場

The need for a place for communication between creators and manga fans 

アナログからデジタルへの置き換えでない電子書籍 DX
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読者

読者

従来の紙書籍の流通

一方通行

従来の紙書籍の流通

作家・マンガ家

契約プロ作家

インディーズ作家

作家志望

趣味のクリエイター

Distribution of traditional paper books 

出版社 印刷会社 取次 書店
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電子書籍流通の拡大

出版社 電子書店

電子書籍流通

電子化されて、いつでもどこでも読めるようになった。
しかし、商流は同じ一方通行！

電子コミック1.0

専属作家

インディーズ作家

作家志望

趣味のクリエイター

従来の紙書籍の流通

Expansion of ebook distribution 

出版社 印刷会社 取次 書店

作家・マンガ家 読者

読者

電子化

一方通行
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双方向のコミュニケーションが浸透

読者

よくマンガを読む人

マンガ愛好家

海外の利用者や
ファン

新たな双方向での動き

双方向での自由なコミュニケーションが実現。
誰もが自分の作品を表現できる時代に。

電子コミック2.0

作家・マンガ家・
クリエイター

契約プロ作家

インディーズ作家

作家志望

趣味のクリエイター

海外のクリエイター

読者・ユーザー・
ファン

作家支援
投稿サービス、デビュー支援、コンテスト、

クラウドファンディング、申告代行

ファンコミュニティ
ファンコミュニティ、ネット同人即売会、

グッズEC、作品・情報

メディアミックス
ゲーム化、舞台化、

アニメ化等のビジネス展開

学習・教育
通信講座

Two-way communication permeates 
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クリエイターの可能性が拡大

電子コミック2 . 0で広がる世界

クリエイター

プロ アマチュア

発信

ファン

グローバル

マネタイズ

認知

共有

AMA

The world that expands with e-comic 2.0 
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双方向のコミュニケーションにおけるハードル

Hurdle in two-way communication 

クリエイターのITリテラシーの差で読者の支援も限定的

クリエイターが作品創作に専念できない負担も発生
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クリエイターエコノミーの総市場規模

こうした世の中の動きの中で、

クリエイターエコノミーという言葉も誕生。

消費者とクリエイターのボーダーはなくなりつつある。

※ 2021年クリエイターエコノミー協会調べ

クリエイターを
自認している人

5,000万人

クリエイターズ
エコノミー市場規模

世界 約1,042億ドル

Total market size of creator economy 

クリエイターエコノミー協会 発表プレスリリース「39社が参加しクリエイターエコノミー協会が正式設立」（2021年8月4日）
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000002.000082387.html
一次ソースはNeoReach Social Intelligence APIとInfluencer Marketing Hubの共同調査（https://neoreach.com/creator-earnings/）
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今回の提供するサービス

Services to be provided 
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今回の提供するサービス

Services to be provided 
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新規事業のご紹介

コミュニティ事業推進本部
本部長 横田容啓
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コミュニティ事業推進本部
本部長 横田 容啓

ご挨拶

introduction

introduction

新事業の成り立ち

サービスの概要

このサービスでできること

ロードマップ

Agenda



21©2022 BookLive Co.,Ltd.All rights reserved.



22©2022 BookLive Co.,Ltd.All rights reserved.

introduction

このサービスでできること
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introduction

それだけじゃない、サービスの特徴
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新事業の成り立ち

新事業の成り立ち
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新事業の成り立ち

我々のミッションと、目指すべき場所

インターネットの著しい発達により、
これまでは思いもよらなかった様々な場所でクリエイターの才能が芽吹き、
日夜新しい表現が試みられています。

我々はコンテンツ産業に携わるものとして、
この「クリエイターエコノミー」という新しい潮流を、
我々のやり方で出来る限り応援し・後押ししたいと、
強く感じて来ました。
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新事業の成り立ち

では、何を「後押し」するべきなのか。

クリエイターの創作を後押ししたい、
という強い想いから本プロジェクトはスタートしました。

クリエイターのニーズは多岐にわたり、
様々な形でクリエイターを支援するサービスが登場しています。

そんな中で、我々の作業はまず
クリエイターの置かれた環境を改めてリサーチするところから始まりました。

その結果見えてきたのは、
「情報発信」と「マネタイズ」という2つの課題です。
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調査会社：マクロミル・調査実施時期：2020年9月

現在のポートフォリオなど、発信ツールの不満点や求める機能

クリエイターの置かれた環境に関する調査：発信ツールについて
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新事業の成り立ち
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調査会社：マクロミル・調査実施時期：2020年9月

イラスト・マンガ投稿者のマネタイズ状況

クリエイターの置かれた環境に関する調査：マネタイズについて
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新事業の成り立ち
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前述の通り、世界中で新しい才能が次々と芽吹き、開花しています。

ただ、発見されて光を浴びなければ、新しい芽もやがて枯れてしまいます。

集まったたくさんのデータやインタビューから、
「情報発信」と「マネタイズ」にフォーカスを当てて熟考し、
我々がやるべきことは、以下の2つだという結論に改めて至りました。

新事業の成り立ち

我々の考える結論。

・新しい才能が長く創作を続けられるよう支援すること

・新しい才能が発見されやすい環境を作ること
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新事業の成り立ち

そ
れ
を
一
言
で
表
現
す
る
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現在、クリエイター界隈に絞っても、
様々な情報発信サービスやマネタイズサービスが存在します。

まだ成長途中にあるクリエイターは、
創作活動の時間を削ってでもこれら複数サービスの更新をし続けしなければ、
「認知されるチャンス」を逸し、「収入減少の脅威」に悩まされます。

新事業の成り立ち

どう実現するのか。

それらを一つにまとめてしまおう、
というアイデアはプロジェクト当初からありました。

ただ、これでは単にマネタイズ機能のリッチなポートフォリオサービスです。
多くのポートフォリオ作成サービスやホームページ作成サービスがそうであるように、
このままでは結局、「自分で宣伝して自分でファンを連れてくる」という
従来の構造を打ち破ることができません。
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そこで我々は、「ポートフォリオ上での表現が自由に行え」
「必要なマネタイズ機能を自由に組み替えられる」この新しいサービス上で、
「特殊な検索機能」によりユーザーが対流する仕組みを考えました。

新事業の成り立ち

もっと、みんなに見てもらうために。

つまり、「ポートフォリオを公開するだけで勝手に人を連れてきてくれる仕組み」です。
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新事業の成り立ち

我々の仮説と設計が
どの程度信頼できるものなのか、
より詳しい調査も行いました。
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新事業の成り立ち
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マーケティングリサーチ

確からしさの検証

調査会社：マクロミル・調査実施時期：2020年10月

検討中のサービスに関するクリエイターの総評
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新事業の成り立ち

マーケティングリサーチ

確からしさの検証

調査会社：マクロミル・調査実施時期：2020年10月

新サービスに求めること
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新事業の成り立ち

マーケティングリサーチ

確からしさの検証

調査会社：マクロミル・調査実施時期：2020年10月

新サービスに求めること
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新事業の成り立ち
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サービスの概要

サービスの概要
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サービスの概要

このサービスでできること
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サービスの概要

それだけじゃない、サービスの特徴
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サービスの概要

A社
画像コミュニティ

サービス

B社
イラスト系EC
サービス

C社
ファンコミュニティ

サービス

D社
ホームページ作成

サービス

E社
汎用EC
サービス

F社
ファンコミュニティ

サービス

ポートフォリオ ◎簡単かつ自由 △自由度が低い ◎高機能

自家通販
〇必要十分な機能を備え、
ポートフォリオに組込可能

〇使いやすい
〇高機能だが
利用料が高い

〇高機能だが
利用料が高い

ダウンロード販売
〇必要十分な機能を備え、
ポートフォリオに組込可能

〇使いやすい
〇高機能だが
利用料が高い

〇高機能だが
利用料が高い

ファンコミュニティ
〇必要十分な機能を備え、
ポートフォリオに組込可能

〇使いやすい
△ジャンルに
偏りがある

サービス手数料
（決済手数料除く）

◎他社をくぐるか同等程度
◎広告収益還元あり

×広告収益還元等
はない

△5.6%＋22円 △10% ×月額1800円 △3.6%＋40円 △10%

他社サービスの概況

クリエイターの多様なニーズを満たし、
各機能をポートフォリオに柔軟に組み込めるのはクロスフォリオのみ。
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サービスの概要

【サービス名】

Xfolio（クロスフォリオ）

【プラットフォーム】

Web https://xfolio.jp/
※第2フェーズ以降でスマートフォンアプリ（iOS・Android）も対応予定

【リリース予定日時】

2022年２月17日

【サービスの概要】

クリエイターのための統合プラットフォーム
ポートフォリオ機能＋自家通販機能＋DL販売機能＋ファンコミュニティ機能＋α
リリース時点対応カテゴリ：イラスト・マンガ
※小説・音楽・アニメ・声優・Vtuberなど、順次カテゴリを拡充予定

サービス概要

https://www.xfolio.jp/


45©2022 BookLive Co.,Ltd.All rights reserved.

このサービスでできること

このサービスでできること
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クリエイターの表現力を引き出す、

自由なポートフォリオ作成機能

・自由度が高く、かつ簡単に編集が可能な機能群
・ポートフォリオの中にページ・ページの中にパーツを配置していくだけで作成できる
・ページや作品、商品単位で公開対象を細かく指定できる
・独自ドメインも利用可能 ※要オプション契約

このサービスでできること
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このサービスでできること
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リリース時の
テンプレートは
10種類。

パーツの編集や
入れ替え、

デザインパターンの変
更などにより

表現の可能性は
無限大です。

また、今後も順次
テンプレートを
追加していく
予定です。
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ざっくりとした編集イメージ

このサービスでできること
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このサービスでできること

「ナビゲーション」
自由にページを追加可能

「ヘッダーパーツ」
キービジュアルを配置

「作品パーツ」
投稿した作品を表示

「自由編集パーツ」
画像・文字・リンクなどを配置
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このサービスでできること

「ファンコミュニティパーツ」
コースや記事を表示

「ショップパーツ」
商品を表示

「罫線パーツ」
画像の罫線を表示

「Twitterパーツ」
Twitterの埋め込みが可能

「タグクラウドパーツ」
ポートフォリオ内のタグクラウド

…その他にもまだパーツ種別があります。
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単純なHP作成サービスにはない、

高い検索性

・特殊なタグ（メタのメタ属性付きタグ）による情報分類と、透過的な検索機能
・自分のポートフォリオにどんどん人を連れてきてくれる
・見たい情報、知りたい情報に簡単にアクセスできる
・特許申請中（特願2022-008602）

このサービスでできること
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・ポートフォリオをギャラリーに見立て、そこで直接原寸大の画像を購入できる機能
・有償配布のほか、無償配布でも使える
・おまけファイルを付けたり、漫画の続きを本機能で有償配布することなども可能

まるでギャラリーのような、

原寸大ダウンロード機能

このサービスでできること
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デジタル販売も自家通販も行える、

SHOP機能

・ポートフォリオの中に作れる自分だけのショップ
・デジタルダウンロードだけでなく、リアル商品販売（自家通販）も可能
・匿名配送や在庫設定など、クリエイターに配慮した機能群

このサービスでできること
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定期収入が得られる クリエイターを応援できる、

ファンコミュニティ機能

・クリエイターと気軽に交流できるコミュニケーション基盤
・クリエイターは定期収入を得られ、ファンは継続的にクリエイターを応援できる

このサービスでできること



58©2022 BookLive Co.,Ltd.All rights reserved.

見られるだけでに収益につながる、

広告収益分配機能

・広告表示機能をONにしておくだけで、広告収益の分配対象なる
・アクセス数や被フォロー数など複数の指標で評価され、月毎にクリエイターへ収益分配
・クリエイターエコノミーの基本的な機能だが、日本ではまだまだ数が少ない状況

AD

このサービスでできること



59©2022 BookLive Co.,Ltd.All rights reserved.

今後の機能拡張については、
クリエイターの声に耳を傾けながら拡充を進める予定です。

【対応検討中】
・カテゴリ拡大
・アプリ対応（iOS・Android）
・委託販売
・多言語展開
・投げ銭やその他のマネタイズ機能
…etc.

機械学習については本件で出願中の特許にも一端が含まれており、
よりスマートなクリエイター支援の形を模索中。
また、NFTについては、すでに世の中に出ているものとは違う活用法を、
複数クリエイターに意見を聞きながら検討を進めています。

ロードマップ、そして終わりのないミッション

ロードマップ
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すべてのクリエイターに、スポットライトを。

©あんよ
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